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取扱説明書

　この説明書は“ＶＷＴ形”を正しく、安全にお使
いいただくため、取扱いや点検方法が説明してあり
ます。
　お読みになった後は、お使いになる方がいつでも
見られるところに必ず保管してください

(手動式)双投形高圧真空負荷開閉器

ＶＷＴ－Ｂ形



このたびは、戸上双投形高圧真空負荷開閉器（ＶＷＴ）をお買い上げいただきまして誠にありがと
うございます。

安 全 上 の ご 注 意

●　本装置の取扱いおよび施工は、安全にご使用いただくために、十分な知識と技能を有する人が行って

　　ください。

●　ご使用の前に必ず取扱説明書をすべて熟読し、正しくご使用ください。

　　機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。

　　お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。

●　安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分しております。

：取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡又は重傷を受ける

　可能性が想定される場合

：取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の障害や軽傷を

　受ける可能性が想定される場合および物的損害のみの発生が想定される場合

なお、　　　に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。

いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

○感電のおそれあり。高圧側充電部に触れないでください。

○感電のおそれあり。開閉器の外箱は、必ずＡ種接地をしてください。

○感電のおそれあり。回路を点検するときは開閉器を「切」にした後、安全処理として必ず次のことを行って

　ください。

　・検電器により無電圧であることを確認すること。

　・開閉器負荷側回路の接地をすること。

　・点検終了後は必ず接地を外すこと。

○感電、けがのおそれあり。通電中、電柱に昇って開閉器の高圧電線やブッシングに触れないでください。

○落下、けがのおそれあり。開閉器を吊り上げるときは、ロープ掛部からロープが外れないように確実に引掛け

　バランスをとってゆっくり吊り上げてください。　

○落下、けがのおそれあり。天地逆転、横積みはしないでください。

○感電、けがのおそれあり。作業を行うときは、必ず電気用絶縁ゴム手袋を着用してください。

○感電、けが、火災のおそれあり。改造はしないでください。

○火災、けがのおそれあり。異常がある場合は使用しないでください。

○廃棄する場合は産業廃棄物として処分してください。

危険

注意

注意

危　険

注　意



各部の名称

運　　搬
●開閉器は、運搬用のロープ等で吊り金具部を吊り上げて運搬してください。

外観のチェック
●外観上に破損または異常がないか確認してください。

商品の確認
●ご注文どおりの商品か銘板を確認してください。

付属品の確認
●操作用にぎり手は付属しているか確認してください。

開閉器入・切の確認
●操作ハンドルで２～３回入・切操作を行ってください。

No. チェックポイント
本文
項番 ページ チェック

設置前のチェックポイント

１

５

４

３

２

１

－

－

２

３

－

－

３

外形寸法

－ －

電源側口出線(常用側)

腕金受台

吊り金具部

電源側口出線(予備側)

負荷側口出線

吊りボルト

接地端子 ハンドルストッパ

操作ハンドル(予備側)

開閉表示指針(常用側)

操作ハンドル(常用側)

開閉表示指針(予備側)

１



設置時のチェックポイント

開閉器の設置

高圧回路の接続

接　　地

通電開始

No. チェックポイント
本文
項番 ページ チェック

１

２

３

４

３

５

６

７

３

４

５

５

開閉器の外箱に損傷、発錆、変形などないか。

開閉器の取付けは堅固か、ゆるみなどないか。

ブッシング部にき裂や損傷はないか。

高圧回路接続部に過熱の痕跡はないか。

操作用ロープの切れかかりはないか。

開閉器は確実に接地がとられているか。

No. チェックポイント チェック

保守点検時のチェックポイント

１

２

３

４

５

６

■日常点検

点検要領

目　視

目　視

目　視

操作用ロープで２～３回入・切操作を行い無理なく開閉できるか。

高圧回路の絶縁抵抗値はよいか。

負荷電流や系統短絡容量が増えていないか。

開閉回数が許容値に近づいていないか。

No. チェックポイント チェック

１

２

３

４

■定期点検

点検要領

目　視

調　査

メガー

目　視

目　視

目　視

調　査

２

保守点検は劣化や不良箇所を事前に見出すため必要です。使用条件や経済性などを考慮し、使用状態に合わ
せた頻度で実施してください。〔以下高圧受電設備規程2014年版より引用〕

　　　　　　　　　　　　 第1320節 保守・点検【解説】
1.日常巡視
  日常巡視は、１日から１週間の周期で構内を巡視して、運転中の電気設備について、肉眼で設備の外観の変化等を確
　認する他、五感を活用しながら異臭や異音等の有無を確認する。
  なお、日常巡視箇所としては、引込施設,受電施設,配電設備,負荷設備等がある。

2.日常点検
  日常点検は、短期間の周期(１週間から１ヶ月)で主として運転中の電気設備を視覚、聴覚及び臭覚等による外観点検、
　又は各種測定器具を使用して点検を行い、電気設備の異常の有無を確認する。
  なお、異常を発見した場合は、必要に応じて電気技術者の応援を得て臨時点検を実施する。

3.定期点検
  定期点検は、一般的に月次点検と年次点検に大別される。
  月次点検は、月単位で実施される定期点検を意味しているが、内容によっては月２回や隔月毎、３ヶ月毎に行われる
　ものもあって必ずしも月１回というわけではない。
  また、年次点検は、月次点検の意味と同様、年単位で実施されるものを意味しているが、内容によっては年２回のも
　のもあり、２年毎や３年毎に行われるものもある。

　　　　　　　　　　　　　　　 ４項は本商品には該当しないため省略 

5.臨時点検
  臨時点検は、電気事故その他異常が発生した場合又は発生のおそれのあると判断したときに実施し、その内容は以下
　のとおり。
　①次に掲げる電気工作物については、その都度異常状態の点検、絶縁抵抗及び絶縁耐力試験（高圧機材に限るものと
　　し,必要に応じて行うものとする。)を行う。
　　ａ　高圧機材が損壊し、短絡電流などにより受電設備の大部分に影響を及ぼしたと思われる事故が発生した場合は、
　　　　受電設備の全電気工作物。
　　ｂ　受電用遮断器(電力ヒューズを含む。)が遮断動作をした場合は、遮断動作の原因となった電気機材。
　　ｃ　その他の電気機材に異常が発生した場合は、その電気機材。
　②高圧受電設備に事故発生のおそれがある場合は、その都度、点検、測定及び試験を行う。



■１．運　　搬
開閉器は、運搬用のロープ等で吊り金具部を吊り上げて運搬してください。

操作ハンドル、ブッシング、口出線などを持上げたり、引張ったりすると機器損傷の原因となります。

■２．外観のチェック
梱包を解かれたら、万一輸送中において開閉器ケースの変形、塗装のはくり、ブッシングの割れなどが生じていな

いか確認してください。

３

■３．開閉器の設置
３.１　開閉器の吊り上げ

①吊り上げるときはケースやブッシングをいためないよう注意してください。

②もし、ケースに傷をつけられた場合は必ず修正塗装を施してください。

　●ウレタン系樹脂塗料　●色はマンセルＮ５.５（灰色）

３.２　開閉器の設置

①設置前に電源側、負荷側の確認を行ってください。

②正しい装柱例のように設置してください。

　悪い装柱例のようにしますと、ケースが変形し、内部機構に悪影響を与えるおそれがあります。

　ａ．正しい装柱例

　　イ．開閉器の受台に腕金または鋼材が直接当たるよう取付けてください。（図１）

　　ロ．スペーサを敷く場合も、スペーサが開閉器の受台に直接当たるよう取付けてください。（図２）

　ｂ．悪い装柱例

　　イ．開閉器のケース上板にスペーサを直接敷いた取付け方。（図３）

　　ロ．開閉器のケース上板に腕金または鋼材を直接当てた取付け方。（図４）

③開閉器取付部の損傷やゆるみは、開閉器の落下や開閉器の操作ミスになるおそれがありますので、堅固に取付け

　てください。
正しい装柱例 悪い装柱例

受台

腕金または鋼材

スペーサ スペーサ

腕金または鋼材

図１ 図２ 図３

腕金または鋼材

図４



■５．高圧回路の接続
主回路口出線のサイズは表の通りです。

４

定格電流(Ａ)

２００

３００

４００

公称断面積(mm2)

　８０

１００

１２５

接続方法

口出線が下向きになるように接続してください。

図５

接続部

接続部

ジャンパー線

口出線

引込ケーブル

■４．定格および仕様

形 名

定 格 電 圧

定 格 電 流

定 格 短 時 間 耐 電 流

定 格 短 絡 投 入 電 流

系 統 短 絡 容 量

耐 塩 じ ん 汚 損 性 能

塗 装 色

開 閉 操 作 方 式

準 拠 規 格

２００Ａ

８ｋＡ－１秒間

Ｃ２０ｋＡ

１００ＭＶＡ

２００Ａ－３０００回

１０Ａ－３０００回

４００Ａ

４００Ａ－３０００回

２０Ａ－３０００回

３００Ａ

ＶＷＴ－Ｂ－Ｎ１１

７.２ｋＶ

３００Ａ－３０００回

１５Ａ－３０００回

１０Ａ－３０００回

３０００回

等価塩分付着量０.３５ｍｇ/ｃｍ２（耐重塩じん用）

マンセル記号　Ｎ５.５（灰色）

手動操作式

ＪＩＳ Ｃ ４６０５(高圧交流負荷開閉器

１２.５ｋＡ－１秒間

Ｃ３１.５ｋＡ

１６０ＭＶＡ

開閉性能

負 荷 電 流

励 磁 電 流

充 電 電 流

無 電 圧 連 続



５

■７．動作の確認

■８．通電開始

通電開始に当っては安全を確認し、本開閉器を投入してください。

「入」「切」の操作時には、操作ハンドルがストッパーに当たるまで一気に操作してください。

投入時

　操作ハンドルの赤色側を下方に引けば投入します。

　開閉表示指針は「入」を示します。裏面の指針は「予備」または「常用」を示します。

開放時

　操作ハンドルの緑色側を下方に引けば開放します。

　開閉表示指針は「切」を示します。裏面の指針は「切」を示します。

切換時

　機械的インターロック機能を設けていますので、いずれか一方にしか投入できません。

　他方に切換える場合は、片方を「切」にしてから他方を「入」にしてください。

■６．接　地

開閉器は機能上、保安上、電気機器の保護のうえから必ず接地をしてください。(接地端子は開閉器上部にあります)



ＦＡＸ ０９５２－２６－４５９４

ＦＡＸ ０５２－８８９－１０６１

ＦＡＸ ０１１－２７１－３８０４

ＦＡＸ ０２２－２９５－５５７３

ＦＡＸ ０３－５７３８－３６２２

ＦＡＸ ０７６－４４１－８０８６

ＦＡＸ ０５２－８８９－１０６１

ＦＡＸ ０６－６３３８－１３７５

ＦＡＸ ０６－６３３０－８４９２

ＦＡＸ ０８２－２３４－０７８１

ＦＡＸ ０８７－８２２－７３９６

ＦＡＸ ０９２－７４１－２２７７

ＦＡＸ ０９５２－２６－８２２０

ＦＡＸ ０３－３４６５－３７２７

不明な点・お気づきの点などございましたら

お客様サービスセンター（本社：佐賀）

ナヤムナ
0120-25-7867

（悩むな）

お断わり：仕様・寸法等予告なく変更することがありますのでご了承ください。

本社・工場

名古屋工場

オ フ ィ ス

販 売 会 社

　　　北海道

　　　東　北

　　　東　京

　　　北　陸

　　　中　部

　　　関　西

　　　中　国

　　　四　国

　　　九　州

　　　佐　賀

東京戸上電機販売㈱

〒８４０－０８０２

〒４５６－００３３

〒０６０－００５１

〒９８３－０８５２

〒１５３－００４２

〒９３０－０８４８

〒４５６－００３３

〒５６４－００５３

〒７３３－００３７

〒７６０－００２３

〒８１０－０００１

〒８４０－０８０２

〒１５３－００４２

佐 賀 市 大 財 北 町 １ － １

名古屋市熱田区花表町２１－２

札幌市中央区南一条東１－３

仙台市宮城野区榴岡三丁目７－３５

東京都目黒区青葉台四丁目１－１３

富 山 市 久 方 町 ８ － ４ ３

名古屋市熱田区花表町２１－２

大阪府吹田市江の木町１２－５

広島市西区西観音町１－２１

高 松 市 寿 町 二 丁 目 １ － １

福岡市中央区天神四丁目３－３０

佐 賀 市 大 財 北 町 １ － １

東京都目黒区青葉台四丁目１－１３

パークイースト札幌

損保ジャパン仙台ビル

戸 上 ビ ル

久 方 ビ ル

大阪戸上ビル

西 原 ビ ル

高松第一生命ビル新館

天神ビル新館

戸 上 ビ ル

ＴＥＬ ０９５２（２４）４１１１

ＴＥＬ ０５２（８７１）５１２１

ＴＥＬ ０１１（２６１）１５２８

ＴＥＬ ０２２（２９５）５５７１

ＴＥＬ ０３（３４６５）０７１１

ＴＥＬ ０７６（４３１）８３７１

ＴＥＬ ０５２（８７１）６４７１

ＴＥＬ ０６（６３８６）８９６１

ＴＥＬ ０６（６３８０）２２８８

ＴＥＬ ０８２（２３４）０７３１

ＴＥＬ ０８７（８５１）３７６１

ＴＥＬ ０９２（７２１）３４５１

ＴＥＬ ０９５２（２５）４１５０

ＴＥＬ ０３（３４６５）３１１１

■保証期間
　貴社のご指定場所に納入後１年間と致します。

■保証範囲
　保証期間中に当社の責任により故障を生じた時は、その機器の故障部分の交換または修理に限って応じさせていただきます。
　なお、保証とは納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発される二次的な損害の保証はご容赦ください。

〔受付時間／営業日の8:30～17:00〕
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